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耐用性・信頼性（パーシャルフロート免震構造）

生物環境の保全と創出（ビオトープ）

水資源保護（約1500tonの貯留水のビオトープの池の水との相互利用と震災時の非常用水源）
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浮力を利用し地盤との絶縁性を高める「パーシャルフロート免震装置」 

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します
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図 - 7 . 6 . 1 2 応答解析結果 （ レベル２、NORMAL、X 方向 ） 

-1 

0 

1 

0 1000 2000 3000 4000 
層せん断力(kN) 

設計用 

-1 

0 

1 

0.00 0.10 0.20 0.30 0.40 0.50 0.60 
層せん断力係数 

EL CENTRO 

TAFT 

HACHINOHE 

KANTO1 

KANTO2NS 

KANTO2EW 

TOKYO 

KOKUJI1 

KOKUJI2 

設計用 

-1 

0 

1 

2 

3 

4 

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000 
転倒モーメント(kNm) 

EL CENTRO 

TAFT 

HACHINOHE 

KANTO1 

KANTO2NS 

KANTO2EW 

TOKYO 

KOKUJI1 

KOKUJI2 

-1 

0 

1 

2 

3 

4 

0.0000 0.0001 0.0002 0.0003 0.0004 0.0005 0.0006 
層間変形角(rad) 

EL CENTRO 

TAFT 

HACHINOHE 

KANTO1 

KANTO2NS 

KANTO2EW 

TOKYO 

KOKUJI1 

KOKUJI2 

免震性能は社会インフラを担う建築用途にとって、より高度

な性能が要求される。データセンター、大規模病院などの建築

物は、震災によりその機能が毀損した場合、社会的に重大な被

害となるからである。免震の長周期化はこの問題に対する有効

な解決策の１つであり、本建物は世界初のパーシャルフロート

免震構造により、免震の長周期化を実証した建物である。 

パーシャルフロート免震構造は建物を地下貯水槽の水中で積

層ゴム上に設置し、浮力と積層ゴムとで建物重量を支えること

で積層ゴムの支持力負担を軽減し、地盤との絶縁性を高めて固

有周期の長周期化を図るとともに、掘割内の水の運動エネルギー

を逸散させて、建物の振動に減衰を与える免震システムである。

約 1500ton の貯留水は常時はビオトープの池の水との相互利用

を図り、震災時には非常用水源としても見込まれている。 

都会に立地する本格的ビオトープ 

ビオトープの規模としては 2,000 ㎡程度で小規模ではあるが、

東京湾沿岸部の鳥類を頂点とする生態系を再生する目的で計画

され、実証された。 

そのためビオトープの約半分近くを水辺の環境で構成し、鳥

類の飛来を促すため、池の形状や地形の起伏を人間の視線に配

慮した計画としている。また、池の断面も鳥類の餌となる魚類

の繁殖を考慮した 

構成としている。 

隣接する建物のひとつである多目的実験棟は耐震強度が基準

値以下であったが、今回研究所の再構築に合わせプレキャスト

柱、梁によるフレームを高層部の外壁に付加することで耐震補

強を行った。ビオトープに接することから、このフレーム面と

低層部妻面には、それぞれ独自の手法による壁面緑化を行い、

鳥類等が飛来しやすい環境を創出している。 

水中仕様型積層ゴム 透水体を用いた減衰装置 

レベル2地震時の応答解析

配置図設計担当者 
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